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1．概要
発生年月日　平成！6年5月2日
発生場所北海道千歳市
摂食者数　3名
患　者　数　3名
死亡者数　0名
症　状腹痛，嘔吐，下痢，痺れ，震え，顔面紅潮
原因食品　イヌサフラン（コルチカム，ユリ科）
　　　　　　00♂0雇6勿〃Zσ〃擁％％認6L．
病因物質コルヒチン
原因施設　家庭
2．食中毒原因植物中のコルヒチン含有量
千歳保健所職員により届けられた2検体（写真1）中の
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ん
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写真1　患者宅から採取された検体
コルヒチンを既報ユ）に従い定量した結果，含有量はそれぞ
れ0．069％及び0．034％であった．
3．考察
　患者宅ではイヌサフランに隣接してユリ科のアマドコロ
Po㎏o％σ伽窺　040名馬π初　Druce　var．μ％7刎。鰯窺　Ohwi
‘Variegatum’（園芸名：ブイリアマドコロ，斑入り鳴子）
が植えられていた．アマドコロは多年草で，若芽及び根茎
が山菜として食用にされる2）．この忘種を隣接して植えて
いたことが，今回の誤食事故に繋がった．
　イヌサフランの三食による食中毒は，平成5，15年に
イヌサフランをギョウジャニンニクと誤食した事例3・4）と
平成3，7年にイヌサフランの球根を食べて中毒した例が
報告されている5）．
　イヌサフランの毒成分であるコルヒチンのヒトにおける
最小致死量は（LDL。）は経口で86μg／kg6）とされており，
体重50kgのヒトで4．3rngに相当する．今回定量したイ
ヌサフラン地上部1株の重量は3．Og及び2．9gあり，コ
ルヒチンを2．lmg及び1．Omg含有していた．病院で治
療を受けた患者3人置内，1または2株を摂食した2人の
女性は快方に向かったが，5株を摂食した男性は肝機能障
害のためICUで治療を受けた．株によりコルヒチン含有
量に違いは認められるものの，男性は重篤な症状を呈する
に十分な量を摂取したと考えられる．なお，男性はその後
回復し，6月12日に退院した．
　道内においては毎年のように毒草による食中毒が発生し
ているη．当所では昨年から一般市民及び衛生行政関係者
を対象に薬用植物園において山菜講習会を開催しているが，
今後も講習会などを通して食中毒防止に努めていく必要が
ある．
　今回の事例に携わった以下の関係者に深謝します．北海
道千歳保健所久田康雄生活衛生課長，沼田仁志食品保健係
長，高橋眞人専門員，天野典彰主任，引木満専門員，下嶋
玲子獣医師及び北海道保健福祉部食品衛生課食品安全グ
ループ高橋守主査（食品衛生），佐藤吾郎専門員，米田多
佳子専門員，玉置真一獣医師．
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